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枝
下
用
水
水
利
組
合
文
書 

 『
水
野
技
師
水
路
調
査
目
録
、
新
設
水
準
基
標
、
枝
下
用
水
調
査
及
設
計
、
仝
上
水
路
改
修
予
算
』
明
治
三
十
九
年

解
題
・
翻
刻
・
影
印 

W
aterw

ay Survey R
ecords by E

ngineer M
izuno in the Shidare-Irrigation A

ssociation A
rchives, 1

9
0
6

 

逵　

志
保

（
１
）

・
熊
澤
美
弓

（
２
）

・
野
原
由
佳

（
３
）

・
古
川　

彰
（
４
） 

 Shiho T
SU

JI, M
iyu K

U
M

A
ZAW

A, Yuka N
O

H
A

R
A and A

kira F
U

R
U

K
AW

A 

 

解
題 

 　

本
書
は
「
水
野
技
師
水
路
調
査
目
録
、
新
設
水
準
基
標
、
枝
下
用
水
調
査
及
設
計
、
仝
上
水
路

改
修
予
算
」
と
題
さ
れ
た
16
紙
（
32
丁
）
に
わ
た
る
枝
下
用
水
水
利
組
合
文
書
（
写
真
１
）
で
あ

る
。
明
治
39
（1

9
0
6

）
年
８
月
31
日
、
技
師
・
水
野
重
人
（
写
真
２

（
５
）

）
が
同
日
、
枝
下
用
水
普
通

水
利
組
合
に
提
出
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
現
在
は
豊
田
土
地
改
良
区
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。 

 　

は
じ
め
に
技
師
・
水
野
重
人
に
つ
い
て
記
し
て
お
こ
う

（
６
）

。
水
野
重
人
は
明
治
３
（1

8
7
0

）
年
山

形
県
生
ま
れ
の
士
族
で
あ
り
、
明
治
26

（1
8
9
3

）
年
帝
国
大
学
工
科
大
学
（
現
・

東
大
工
学
部
）
土
木
工
学
科
（
選
科

（
７
）

）
を

卒
業
、
明
治
30
（1

8
9
7

）
年
か
ら
内
務
省

第
四
土
木
監
督
署
直
轄
工
事
部
に
技
師
と

し
て
所
属
、
明
治
37
年
ま
で
名
前
が
見
え

る
（
『
職
員
録
（
甲
）
』
明
治
30
年
〜
37
年

〈
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
〉
）
。
明
治
37
年
か
ら
内
務
技
師
と

写真１　表紙

写真２　水野重人（５）
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し
て
大
阪
勤
務
を
命
じ
ら
れ
る
明
治
39
年
10
月
ま
で
の
間
に
お
け
る
所
属
等
に
つ
い
て
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
不
明
だ
が
、
そ
の
間
に
枝
下
用
水
の
調
査
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る

（
８
）

。 
 　

枝
下
用
水
は
明
治
27
（1

8
9
4

）
年
に
は
幹
線
と
三
井
筋
（
東
・
中
・
西
）
が
竣
工
し
た
が
、
水

路
の
末
端
ま
で
十
分
な
供
給
が
で
き
ず
、
水
量
不
足
が
嘆
か
れ
た
。
水
源
の
改
修
工
事
や
架
樋
の

修
繕
が
お
こ
な
わ
れ
、
水
の
配
分
に
も
取
り
組
ん
だ
が
、
水
量
問
題
が
解
決
す
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
水
野
重
人
は
枝
下
用
水
路
の
調
査
と
改
修
設
計
の
嘱
託
を
受
け
て
現
地
に
入
っ
た
。
そ
こ
で

こ
の
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

 　

報
告
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 　
「
枝
下
用
水
水
路
調
査
及
設
計
目
録
」
で
は
、
調
査
箇
所
と
改
修
計
画
箇
所
を
明
ら
か
に
し
て

い
る
。
し
か
し
豊
田
土
地
改
良
区
所
蔵
資
料
の
な
か
に
は
、
こ
の
目
録
に
記
載
さ
れ
た
図
面
が
み

つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
本
報
告
の
全
貌
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

 　
「
新
設
水
準
基
標
（
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
）
」
で
は
、
土
地
の
高
さ
の
基
準
と
な
る
水
準
点
（
B
M
）

と
し
て
新
た
に
第
３ 

― 

11
号
を
設
置
す
る
こ
と
を
提
案
し
た

（
９
）

。
そ
れ
ぞ
れ
第
１
号
水
準
点
か
ら
の

距
離
と
地
域
、
第
１
号
水
準
点
を
50
尺
と
し
て
起
算
し
た
高
さ
を
記
し
て
い
る
。  

水
準
点
を
新
設

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
水
準
点
か
ら
次
の
水
準
点
の
２
地
点
間
の
高
低
差
（
比
高
差
）
を
知
る
こ

と
が
で
き
、
水
路
全
体
の
詳
細
な
断
面
図
（
勾
配
図
）
を
作
成
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。  

現

時
点
で
は
第
３
号
（
写
真
３
・
４
）
、
第
５
号
（
写
真
５
・
６
）
、
第
８
号
（
写
真
７
・
８
）
の
水

準
点
が
発
見
さ
れ
て
い
る
（
図
１

）
10
（

）
。 

 　
「
枝
下
用
水
水
路
調
査
及
設
計
」
で
は
、
水
路
調
査
に
よ
り
３
つ
の
課
題
を
あ
げ
て
い
る
。 

 （
一
）
水
路
の
改
修 

 　

多
量
の
水
を
流
す
た
め
に
、
水
路
の
屈
曲
や
両
岸
、
お
よ
び
川
底
の
摩
擦
を
取
り
除
い
て
水
を

流
れ
や
す
く
し
、
か
つ
、
そ
の
形
を
正
し
く
整
え
勾
配
を
急
に
す
れ
ば
、
抵
抗
が
減
り
流
速
が
増

加
し
て
流
量
が
増
え
る
。
こ
の
た
め
、
水
源
地
第
一
水
門
（
旧
取
水
口
）
（
写
真
９
）
か
ら
三
ツ

又
ま
で
の
枝
下
用
水
路
延
長
４
里
19
町
23
間
（
約
18 
㎞
）
に
お
い
て
、
28
ヶ
所
の
改
修
実
測
を
お

こ
な
い
、
図
面
と
工
費
予
算
書
を
調
製
し
た
。
ま
た
、
西
・
中
・
東
井
筋
の
分
水
口
が
不
完
全
な

た
め
、
こ
れ
ら
の
変
更
、
改
修
、
実
測
を
お
こ
な
い
、
工
費
予
算
書
を
作
成
し
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。 

 （
二
）
砂
吐
水
門
の
新
設 

 　

水
源
で
は
出
水
の
た
び
に
多
量
の
土
砂
が
沈
殿
し
、
そ
れ
が
水
路
に
流
れ
込
み
、
水
量
を
減
ら

す
の
で
、
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
砂
吐
水
門
の
建
設
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 （
三
）
水
源
よ
り
多
量
の
水
を
水
路
に
吸
入
せ
し
む
る
こ
と 

 　

水
路
の
流
量
を
知
る
た
め
に
測
量
を
お
こ
な
い
、
改
修
に
よ
っ
て
増
加
す
る
流
量
を
算
出
し
た
。

水
路
を
短
縮
し
屈
曲
を
減
ら
す
こ
と
で
、
改
修
後
の
流
量
を
増
加
さ
せ
る
。
第
一
水
門
は
県
の
制

限
で
改
修
で
き
な
い
た
め
、
第
一
水
門
（
旧
取
水
口
）
か
ら
第
二
水
門
（
第
二
樋
門
）
間
の
水
路

（
写
真
10 

― 

12
）
の
改
良
を
必
要
と
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 　
「
灌
漑
水
量
」
で
は
、
日
本
各
所
の
試
験
田
や
イ
ン
ド
の
例
か
ら
、
灌
漑
地
に
必
要
な
水
量
を

算
出
し
、
水
の
濫
用
を
防
ぎ
、
小
水
路
の
改
良
を
し
、
注
意
し
て
水
を
使
用
す
れ
ば
必
要
量
を
得

ら
れ
る
と
し
て
い
る
。 

 

凡
例 

 （
１
） 

旧
字
体
は
新
字
体
に
あ
ら
た
め
、
カ
タ
カ
ナ
は
固
有
名
詞
以
外
ひ
ら
が
な
に
変
え
た
。
た

だ
し
、
廿
→
二
十
、
后
→
後
、
仝
→
同
の
よ
う
に
、
略
字
で
書
か
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
原
資
料
に
従
い
そ
の
ま
ま
記
し
た
。 

 （
２
）
句
読
点
・
濁
点
は
私
に
付
し
た
。 

（
３
） 

数
字
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
本
文
に
つ
い
て
は
そ
の
ま
ま
と
し
、
表
内
の
数
値
の
漢
数
字

に
つ
い
て
は
算
用
数
字
に
改
め
た
。
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写真７　 水準点第８号、

2022年２月13日

撮影

写真８　水準点第８号（毘森公園内、小坂の郷）、2022 年２月 13 日撮影

写真６　水準点第５号（前田公園の入口右手）、2021 年 12 月 25 日撮影 写真５　 水準点第５号、2021 年

12 月25 日撮影

写真４　水準点第３号（旧取水口手前の放水門付近）、2022 年６月 25 日撮影 写真３　 水準点第３号、2022 年12 月

11 日、上陸して撮影
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写真 10　 第一水門（旧取水口）から第二水門（第二樋門）に向けて、越戸ダムの水位が下がると、旧用水路の石

堤を見ることができる。2021 年２月 10 日撮影

写真９　水源地第一水門（旧取水口）、2021 年２月 10 日撮影
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写真 11　 旧用水路の石堤は上部には玉石が見え、側面は人造石が確認できるところがある。2021 年２月１日撮

影

写真 12　水面下にダブルアーチが見える第二水門（第二樋門）、2022 年７月 29 日撮影
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　1907（明治40）年5月作成
「枝下用水灌漑地域図」（枝下
用水資料室所蔵）に、水野重人
技師の設置した「新設水準基
標（ベンチマーク）」を該当地点
に落とした図である。

みつかった水準点

みつかっていないが、場所が明らかとなっている水準点　

みつかっておらず、場所も同定できていない水準点

地図の見方

BM
11

BM
10

BM
9

B

図１　新設水準基標位置図
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翻
刻

表
紙 

 

明
治
三
十
九
年
八
月
丗
一
日 

 

水
野
技
師
水
路
調
査
目
録 

 

新
設
水
準
基
標 

 

枝
下
用
水
調
査
及
設
計 

 

仝
上
水
路
改
修
予
算 

 

十
六
葉 

 　

枝
下
用
水
々
利
組
合 

 

１
丁
オ 

 （
枠
外
）
【
印
】
（
寺
内
） 

 　
　

枝
下
用
水
水
路
調
査
及
設
計
目
録 

 

一
、
現
在
用
水
路
縦
断
面
図　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
巻
（
縦
断
原
図
紙
） 

 

一
、
改
修
自
第
一
号　
　

平
面
図　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
巻
（
原
図
紙
） 

 　
　
　
　

至
第
廿
八
号 

 　
　
　

仝　
　
　
　
　
　

縦
断
面
図　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
巻
（
縦
断
原
図
紙
） 

 　
　
　

仝　
　
　
　
　
　

横
断
面
図　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
十
三
枚
（
横
断
面
図
紙
） 

 

一
、
西
用
水
分
水
口
附
近
改
修
平
面
図　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
枚
（
原
図
紙
） 

 　
　
　

仝　
　
　
　
　
　
　
　

縦
断
面
図　
　
　
　
　
　
　
　

一
枚
（
縦
断
原
図
紙
） 

 　
　
　

仝　
　
　
　
　
　
　
　

横
断
面
図　
　
　
　
　
　
　
　

九
枚
（
横
断
面
図
紙
） 

 

一
、
中
用
水
分
水
口
変
更
改
修
縦
断
面
図　
　
　
　
　
　
　
　

一
枚
（
縦
断
原
図
紙
） 

 　
　
　

仝　
　
　
　
　
　
　
　

横
断
面
図　
　
　
　
　
　
　
　

十
一
枚
（
横
断
面
用
紙
） 

 　
　
　

仝　
　
　
　
　
　
　
　

用
地
図　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
枚
（
横
断
面
図
紙
） 

 

１
丁
ウ 

 

一
、
花
本
村
よ
り
梅
ヶ
坪
に
至
る
改
修
平
面
図　
　
　
　
　
　

一
枚
（
原
図
紙
） 

 　
　
　

仝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

縦
断
面
図　
　
　
　
　

二
枚
（
縦
断
原
図
紙
） 

 　
　
　

仝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
断
面
図　
　
　
　
　

四
枚
（
横
断
面
原
図
紙
） 

 

一
、
砂
吐
水
門
新
設
ヶ
所
平
面
図　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
枚
（
原
図
紙
） 

 　
　
　

仝　
　
　
　
　
　

横
断
面
図　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
枚
（
横
断
面
図
紙
） 

 

一
、
砂
吐
水
門
設
計
図　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
枚
（
原
図
紙
） 

 

一
、
流
速
測
量
ヶ
所
横
断
面
図　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
枚
（
横
断
面
図
紙
） 

 

一
、
西
用
水
分
水
口
附
近
改
修
暗
渠
設
計
図　
　
　
　
　
　
　

一
枚
（
原
図
紙
） 

 

一
、
自
第
一
号　
　

改
修
ヶ
所　

西
用
水
分
水
口
附
近
改
修 

 　
　

至
第
廿
八
号 
 　

　

及
中
用
水
分
水
口
変
更
改
修
土
坪
計
算
表　
　
　
　
　
　

一
冊
（
西
洋
紙
） 

 

一
、
仝
予
算
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
冊
（
西
洋
紙
） 

 

一
、
砂
吐
水
門
予
算
書 

 

２
丁
オ 

 

一
、
西
用
水
暗
渠
位
置
縦
断
面
図　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
枚
【
鉛
筆
書
入
「
ツ
キ
」
】 

 

一
、
枝
下
用
水
路
調
査
及
設
計
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
冊 

 

一
、
水
準
基
標
野
帳　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
冊 

 

一
、
縦
断
野
帳　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
冊 

 

一
、
横
断
野
帳　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
二
冊 

 　

備
考
、
東
用
水
引
入
口
変
更
改
修
図
面
土
坪 

 　
　
　

表
及
予
算
は
改
修
第
廿
八
号
中
に
包
含
す
。 

 　

右
の
通
り
。 

 

明
治
丗
九
年
八
月
丗
一
日　
　
　
　
　

水
野
重
人
【
印
】
（
水
野
） 

 

２
丁
ウ 

 【
白
紙
】 

 

３
丁
オ 

 （
枠
外
）
【
印
】
（
水
野
）
（
清
水
） 

 

新
設
水
準
基
標
（
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
） 
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３
丁
ウ 

 　
　
　

備
考 

 　
　
　
　

高
は
従
来
石
垣
に
設
置
し
あ
る
所
の
第
一
号 

 　
　
　
　

水
準
点
（
B
M
）
を
五
十
尺
と
し
て
起
算
す
。 

 

４
丁
オ 

 　

枝
下
用
水
路
調
査
及
設
計 

 

枝
下
用
水
路
調
査
及
設
計
の
嘱
託
を
受
け
、
当
所
に
来
り
。 

 

直
に
水
路
を
巡
視
し
た
る
に
、
該
水
路
は
形
状
不
整
、
勾
配
不 

 

完
全
に
し
て
、
加
ふ
る
に
屈
曲
甚
し
く
、
殆
ん
ど
天
然
の
土
地
傾
斜 

 

に
沿
ふ
て
築
造
し
た
る
の
状
を
為
し
、
又
漏
水
の
箇
所
数
多
あ
る 

 

を
実
験
し
た
り
。
而
し
て
其
水
源
は
矢
作
川
よ
り
分
岐
し
第
一
水 

 

門
を
通
過
し
、
以
て
水
を
該
水
路
に
流
入
せ
し
む
。
此
の
第
一
水
門 

 

は
所
謂
水
路
の
関
門
な
り
。
然
る
に
県
の
命
令
に
依
り
、
幅
、
高
、
位 

 

置
等
を
制
限
せ
ら
る
ゝ
を
以
て
其
大
さ
を
増
加
、
又
は
底
敷
を 

 

下
す
こ
と
能
は
ず
。
而
し
て
水
源
は
水
面
勾
配
甚
だ
緩
な
り
。
随
て 

 

出
水
毎
に
多
量
の
土
砂
沈
殿
し
、
水
路
に
流
入
す
る
水
量
を 

 

減
す
る
の
実
況
を
為
せ
り
。
故
に
該
水
路
を
し
て
多
量
の
水
を 

 

４
丁
ウ 

 

流
下
せ
し
め
ん
と
す
る
に
は
左
記
の
事
項
を
必
要
な
り
と
す
。 

 

一
、
水
路
の
改
修 

 

二
、
砂
吐
水
門
の
新
設 
 

三
、
水
源
よ
り
多
量
の
水
を
水
路
に
吸
入
せ
し
む
る
こ
と 

 

第
一
、
水
路
の
改
修 

 

抑
も
水
の
流
下
す
る
に
、
抵
抗
物
あ
り
て
其
速
力
を
減
ぜ
し
む
。
水 

 

路
の
屈
曲
、
両
岸
及
河
底
の
摩
擦
、
勾
配
の
不
完
全
、
河
中
の 

 

障
害
物
、
風
力
等
は
其
重
な
る
も
の
な
り
。
而
し
て
該
水
路
の
実 

 

況
、
前
陳
の
如
く
な
る
を
以
て
、
多
量
の
水
を
流
下
せ
し
む
る
に
は
水
路 

 

改
修
を
第
一
に
施
行
せ
ざ
る
可
ら
ず
。
即
ち
屈
曲
を
除
去
し
、
或
は 

 

之
を
緩
に
し
、
以
て
水
を
し
て
滑
流
し
易
か
ら
し
め
、
且
つ
形
状
を 

 

整
正
し
、
加
ふ
る
に
勾
配
を
急
に
す
れ
ば
抵
抗
力
減
少
し
流
速 

 

５
丁
オ 

 

増
加
し
、
随
て
流
量
を
増
加
す
る
に
至
る
由
を
水
源
地
第
一
水 

 

門
よ
り
三
ツ
又
に
至
る
本
川
延
長
四
里
十
九
町
二
十
三
間
に
於
て
、 

 

二
十
八
ヶ
所
の
改
修
実
測
を
為
し
、
図
面
及
工
費
予
算
書
を
調 

 

製
し
又
西
用
水
、
中
用
水
、
及
東
用
水
の
三
派
川
の
分
水
口
は
何
れ
も 

 

不
完
全
な
る
を
以
て
之
を
変
更
、
改
修
、
実
測
を
為
し
、
図
面
及 

 
工
費
予
算
書
を
調
製
せ
り
。 

 
第
二
、
砂
吐
水
門
の
新
設 

 

水
源
に
於
て
出
水
毎
に
多
量
の
土
砂
沈
殿
し
、
水
路
に
流 

 

下
す
る
水
量
を
減
ぜ
し
む
る
に
依
り
、
之
を
防
ぐ
に
砂
吐
水
門
の
建 

 

設
を
要
す
。
而
し
て
該
砂
吐
水
門
は
或
る
出
水
の
時
自
在
開 

 

扉
し
多
量
の
水
砂
を
排
出
す
る
を
以
て
、
又
導
水
石
堤
破
壌 

 

を
防
ぐ
の
功
あ
る
も
の
な
り
。
由
て
之
れ
が
設
計
を
為
せ
り
。 

第
十
一
号

第
十
号

第
九
号

第
八
号

第
七
号

第
六
号

第
五
号

第
四
号

第
三
号

番
号

　

〃　

〃　

〃

　

〃　

〃　

〃

　

〃　

〃　

〃

　

〃　

〃　

拳
母

拳
母
町
〃　

梅
坪

　

〃　

〃　

四
郷

　

〃　

〃　

越
戸

　

〃　

〃　

御
舟

猿
投
村
大
字
西
枝
下

村
名

４
里
19
丁
25
間
右
方
三
又

４
里
14
丁
35
間
右
方

４
里
３
丁
44
間
１
分
白
山
神
社
附
近
右
方

３
里
23
丁
44
間
比
森
神
社
附
近
左
方

２
里
28
丁
32
間
秋
葉
神
社
附
近
右
方

２
里
６
丁
38
間
篭
川
架
樋
附
近
左
方

０
里
33
丁
２
間
右
方

０
里
18
丁
57
間
３
分
右
方

第
一
樋
門
付
近
岩
石
上
左
方

位
置

１
２
・
５
０
０

１
３
・
２
０
１

１
６
・
８
５
４

２
０
・
４
７
６

２
７
・
１
９
３

３
０
・
３
５
７

３
８
・
８
２
７

３
９
・
２
１
３

４
１
・
６
１
９

高
尺
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５
丁
ウ 

 
第
三
、
水
源
よ
り
多
量
の
水
を
水
路
に
吸
入
せ
し
む
る
事 

 

是
は
現
在
水
路
の
流
量
幾
何
な
る
や
、
第
一
に
之
を
知
ら
ざ
る
可 

 

か
ら
ず
。
由
て
該
測
量
を
為
し
た
る
に
、
左
記
の
結
果
を
得
た
り
。 

 

改
修
に
依
り
増
加
す
る
流
量
を
算
出
す
る
こ
と
左
の
如
し
。 

 

実
測
に
依
り
、
現
在
水
路
の
平
均
勾
配
凡
そ
千
九
百
十
三 

 

分
一
な
る
こ
と
を
知
る
。
而
し
て
改
修
后
、
水
路
延
長
の
短
縮
す
る 

 

こ
と
千
七
百
九
十
五
尺
五
寸
な
れ
ば
、
改
修
后
、
水
路
の
平
均
勾
配 

 

６
丁
オ 

 

千
八
百
五
十
五
分
一
と
為
る
。
且
つ
改
修
后
は
水
路
の
屈
曲
を
減
少 

 

し
、
形
状
も
良
好
と
為
る
を
以
て
、
実
測
及
水
理
学
上
の
算 

 

式
に
依
り
流
量
を
算
出
す
れ
ば
、
改
修
後
は
殆
ん
ど
十
分 

 

の
二
の
流
量
を
増
加
す
る
な
り
。 

 

又
、
水
源
よ
り
多
量
の
水
を
引
き
入
れ
ん
と
す
る
に
は
、
第
一
水
門 

 

よ
り
第
二
水
門
に
至
る
間
、
水
路
の
改
良
を
必
要
な
り
と
す
。
即 

 

ち
此
の
区
間
、
水
路
の
両
岸
及
河
底
を
畳
石
積
又
は
漆 

 

喰
、
或
は
セ
メ
ン
ト
に
て
築
造
す
る
に
あ
り
。
斯
く
す
る
と
き
は
大
に
速 

 

力
を
増
加
し
、
随
て
流
量
を
増
加
す
る
に
至
る
。
然
る
に
下
流 

 

な
る
水
の
抵
抗
す
る
あ
れ
ば
、
流
量
を
算
出
す
る
に
此
改
良
に
依
り 

 

現
在
流
量
よ
り
百
分
三
十
六
の
流
量
を
増
加
す
。
由
て
改
修 

 

及
び
此
の
区
間
改
良
の
後
、
一
秒
時
の
流
量
は
現
在
流 

 

６
丁
ウ 

 

量
の
百
分
の
百
五
十
六
な
り
。
故
に
水
源
第
一
水
門
附
近
に
於
て
、 
 

百
五
十
三
立
方
尺
七
の
百
分
百
五
十
六
、
即
ち
一
秒
時
に
三
百
四
十
立 

 

方
尺
の
流
量
を
得
。 

 

灌
漑
水
量 

 

我
邦
各
所
に
於
て
試
験
田
を
設
け
、
灌
漑
養
水
量
の
調
査 

 

を
為
せ
り
。
即
ち
第
一
区
土
木
監
督
署
区
内
稲
田
灌
漑
養 

 

水
は
平
均
一
町
歩
に
付
一
秒
時
間
〇
・
〇
八
七
立
方
尺
、
即
ち
一
秒
時 

 

一
立
方
尺
に
付
十
一
町
五
反
を
灌
漑
す
。
又
、
第
六
区
土
木
監
督
署 

 

区
内
各
地
に
於
て
、
明
治
三
十
三
年
よ
り
三
十
七
年
に
至
る
試 

 

験
調
査
に
依
れ
ば
、
土
地
の
最
粗
悪
な
る
処
に
於
て
、
平
均
一 

 

秒
時
一
立
方
尺
の
水
量
を
以
て
十
町
乃
至
十
三
町
歩
の
稲
田 

 

を
灌
漑
す
る
を
知
る
。 

 

７
丁
オ 

 

灌
漑
養
水
は
、
最
も
普
通
の
場
合
に
於
て
一
町
歩
に
付
一 

 

秒
時
に
百
分
の
七
立
方
尺
を
要
す
る
と
し
、
即
ち
一
秒
時
一
立 

 

方
尺
の
水
量
を
以
て
十
四
町
三
反
を
灌
漑
す
る
と
せ
り
。
又
、
熱
帯 

 
地
な
る
印
度
国
に
て
、
普
通
の
稲
田
に
て
最
も
多
量
の
水
を 

 
要
し
た
る
場
合
に
於
て
も
、
一
秒
時
一
立
方
尺
の
水
量
を
以
て 

 

三
十
「
エ
ー
カ
ー
」
、
即
ち
十
二
町
二
四
を
灌
漑
せ
り
。 

 

是
に
依
て
之
を
考
ふ
る
に
、
一
秒
時
二
百
四
十
立
方
尺
の
流
水
量 

 

を
以
て
三
千
町
歩
の
稲
田
を
灌
漑
せ
ん
と
す
る
に
は
、
一
秒
時
一
立
方 

 

尺
の
水
量
を
以
て
十
二
町
五
反
を
灌
漑
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
。
之
れ
水
の 

三
ツ
又

白
山
神
社
よ
り

少
し
上
流
の
所

篭
川
架
樋

第
一
、
第
二

水
門
間場

所

自
４
里
18
丁
11
間

至
４
里
18
丁
51
間

自
４
里
１
丁

至
〃　

２
丁

自
２
里
６
丁
31
間

至
２
里
７
丁
11
間

自
０
里
３
丁
20
間

至
〃　

４
丁

実
測
延
長

仝
日

午
后
３
時

仝
日

午
前
11
時
半

仝
年
８
月
20
日

午
前
９
時

39
年
８
月
19
日

午
前
11
時

実
測
日
時

３
０
・
７
４

４
０
・
２
８

４
９
・
２
６

７
３
平
方
尺

平
均
断
面
積

２
・
１
０
５

２
・
７
３
０

２
・
７
３
０

　

尺
２
・
１
０
５

１
秒
時

平
均
速
力

 　

６
４
・
７　

〃

 

１
１
０ 

〃

 

１
３
４
・
５　

〃

 

１
５
３
・
７
立
方
尺

１
秒
時
流
量
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濫
用
を
防
ぎ
、
本
川
よ
り
稲
田
に
引
水
す
る
小
水
路
の
屈
曲 

 

形
状
等
を
改
良
し
、
尚
注
意
を
加
へ
、
水
を
使
用
す
る
と
き
は 

 

三
千
町
歩
を
灌
漑
す
る
事
を
得
る
と
云
ふ
も
、
敢
て
過
言 

 

７
丁
ウ 

 

に
非
ら
ず
と
信
ず
る
な
り
。 

 

左
に
現
在
枝
下
用
水
灌
漑
水
量
を
示
し
、
参
考
に
供
せ
ん
と
す
。 

 

是
に
依
て
之
を
見
る
に
、
枝
下
用
水
灌
漑
地
に
於
て
現
在
非
常 

 

に
多
量
の
水
を
使
用
す
る
事
を
知
れ
り
。
由
て
小
水
路
の
改
良
を
為
し
、
水
量
の
取
締 

 

を
厳
に
し
、
濫
用
を
禁
ず
る
の
必
要
あ
り
と
す
。 

 　

附
言 

 　

枝
下
用
水
路
に
は
一
の
水
準
基
標
（
B
M
）
な
き
を
以
て
、 

 

８
丁
オ 

 　

水
路
に
沿
ふ
て
石
の
水
準
基
標
九
個
を
設
け
た
り
。 

 　

又
、
完
全
な
る
現
在
水
路
の
縦
断
面
図
な
き
を
以
て
、 

 　

之
を
実
測
調
製
せ
り
。 

 

明
治
三
十
九
年
八
月
三
十
一
日　
　

水
野
重
人
【
印
】
（
水
野
） 

 

８
丁
ウ 

 【
白
紙
】 

 

９
丁
オ 

― 

11
丁
ウ 

 （
枠
外
）
【
印
】
（
水
野
） 

 　

枝
下
用
水
路
改
修
予
算
書 
 

本
線 

改
修
番
号

工
種

立
坪

面
坪

単
価

金
額

合
計

第
一
号

切
取
　
　

５
７
・
０
７
５

　

５
・
０
０
０

　

 

２
８
５
・
３
７
５

　

１
、
０
９
３
・
５
６
９

　

〃

〃

　
　

８
１
・
６
９
５

　

１
・
５
０
０

　

 

１
２
２
・
５
４
３

　

〃

築
堤
　
　

７
１
・
３
７
６

　

１
・
２
４
０

　
　

 

８
５
・
６
５
１

　

〃

石
垣

５
０
・
０
０
０

１
２
・
０
０
０

　

 

６
０
０
・
０
０
０

第
二
号

切
取
　

１
５
８
・
７
８
８

　

５
・
０
０
０

　

 

７
９
３
・
９
４
０

　

１
、
７
４
８
・
０
４
２

　

〃

〃

　

６
０
３
・
２
９
２

　

１
・
５
０
０

　

 

９
０
４
・
９
３
８

　

〃

築
堤
　
　

４
０
・
９
７
０

　

１
・
２
０
０

　
　

 

４
９
・
１
６
４

第
三
号

切
取
　

２
９
２
・
１
６
４

　
　

・
９
０
０

　

 

２
６
２
・
９
４
８

　
　

 

４
１
３
・
３
０
２

　

〃

築
堤
　

１
２
５
・
２
９
５

　

１
・
２
０
０

　

 

１
５
０
・
３
５
４

第
四
号

切
取
　

３
４
１
・
７
５
４

　

０
・
９
０
０

　

 

３
０
７
・
５
７
９

　
　

 

４
５
６
・
０
３
３

　

〃

築
堤
　

１
２
３
・
７
１
２

　

１
・
２
０
０

　

 

１
４
８
・
４
５
４

第
五
号

切
取
　
　

４
４
・
９
０
７

　

８
・
０
０
０

　

 

３
５
９
・
２
５
６

　
　

 

３
６
７
・
１
３
５

　

〃

築
堤
　
　
　

６
・
５
６
６

　

１
・
２
０
０

　
　
　

 

７
・
８
７
９

第
六
号

切
取
　
　

８
１
・
０
８
３

　

７
・
０
０
０

　

 

５
６
７
・
５
８
１

　

１
、
３
２
１
・
３
０
７

　

〃

〃

　

１
４
５
・
５
０
０

　

３
・
５
０
０

　

 

５
０
９
・
２
５
０

　

〃

〃

　

１
２
３
・
２
７
３

　
　

・
９
０
０

　

 

１
１
０
・
９
４
６

　

〃

築
堤
　

１
１
１
・
２
７
５

　

１
・
２
０
０

　

 

１
３
３
・
５
３
０

第
七
号

切
取

１
、
４
８
９
・
３
４
０

　
　

・
９
０
０

１
、
３
４
０
・
４
０
６

　

１
、
８
１
５
・
５
４
７

　

〃

築
堤
　

３
９
５
・
９
５
１

　

１
・
２
０
０

　

 

４
７
５
・
１
４
１

第
八
号

切
取
　
　

２
３
・
４
０
０

　
　

・
８
０
０

　
　

 

１
８
・
７
２
０

　
　
　

 

２
２
・
８
２
４

　

〃

築
堤
　
　
　

３
・
４
２
０

　

１
・
２
０
０

　
　

 

　

４
・
１
０
４

第
九
号

切
取
　

２
５
２
・
７
９
４

　

２
・
４
０
０

　

 

６
０
６
・
７
０
６

　

 

１
９
１
５
・
７
９
６

　

〃

〃

　

３
３
１
・
２
０
０

　

３
・
５
０
０

１
、
１
５
９
・
２
０
０

　

〃

〃

　
　
　

７
・
７
８
７

　

０
・
９
０
０

　
　
　

 

７
・
０
０
８

　

〃

築
堤
　

１
１
９
・
０
６
８

　

１
・
２
０
０

　

 

１
４
２
・
８
８
２

第
十
号

切
取
　
　

２
９
・
１
７
９

　

１
・
５
０
０

　
　

 

４
３
・
７
６
９

　
　

 

３
１
４
・
３
５
１

　

〃

築
堤
　
　
　

６
・
１
８
５

　

１
・
２
０
０

　
　
　

 

７
・
４
２
２

　

〃

石
垣

２
１
・
９
３
０

１
２
・
０
０
０

　

 

２
６
３
・
１
６
０

第
十
一
号

切
取
　
　

８
１
・
２
１
８

　
　

・
８
０
０

　
　

 

６
４
・
９
７
４

　

１
、
０
９
３
・
０
７
４

　

〃

〃

　

１
３
０
・
７
９
２

　
　

・
９
０
０

　

 

１
１
７
・
７
１
３

　

〃

築
堤
　

７
５
８
・
６
５
６

　

１
・
２
０
０

　

 

９
１
０
・
３
８
７

中
用
水
、
東
用
水

及
根
川
線

西
用
水
分
岐
点
よ
り
三
ツ
又
迄
及
西
用
水

篭
川
よ
り
白
山
神
社
前
即
ち
西
用
水
分
岐
点
迄

本
川
水
源
よ
り
篭
川
迄

６
４
・
７

４
５
・
３

２
４
・
５

１
９
・
２
立
方
尺

現
在
養
水
量

（
一
秒
時
に
付
）

５
０
０
・
７
７

２
４
９
・
９
０

　

５
４
・
０
４

１
０
６
町
５
２

灌
漑
面
積

７
・
７
４

５
・
５
２

２
・
２
１

５
町
５
５

一
秒
時
一
立
方
尺

に
付
灌
漑
面
積
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第
十
二
号

切
取
　

４
９
４
・
４
５
５

　
　

・
８
０
０

　

 

３
９
５
・
５
６
４

　
　

 

４
７
５
・
８
０
６

　

〃

築
堤
　
　

６
６
・
８
６
８

　

１
・
２
０
０

　
　

 

８
０
・
２
４
２

第
十
三
号

切
取
　

１
６
３
・
２
２
８

　
　

・
８
０
０

　

 

１
３
０
・
５
８
２

　
　

 

１
８
２
・
６
８
８

　

〃

〃

　
　

４
６
・
１
８
０

　
　

・
９
０
０

　
　

 

４
１
・
５
６
２

　

〃

築
堤
　
　
　

８
・
７
８
７

　

１
・
２
０
０

　
　

 

１
０
・
５
４
４

第
十
五
号

切
取
　

９
６
３
・
０
５
３

　

１
・
２
０
０

１
、
１
５
５
・
６
６
４

　

 

１
６
１
６
・
８
７
４

　

〃

築
堤
　

１
０
４
・
３
４
２

　

１
・
２
０
０

　

 

１
２
５
・
２
１
０

　

〃

石
垣

２
８
・
０
０
０

１
２
・
０
０
０

　

 

３
３
６
・
０
０
０

第
十
六
号

切
取
　

１
２
６
・
４
３
５

　

１
・
０
０
０

　

 

１
２
６
・
４
３
５

　
　

 

１
４
５
・
５
９
３

　

〃

築
堤
　
　

１
５
・
９
６
５

　

１
・
２
０
０

　
　

 

１
９
・
１
５
８

第
十
七
号

切
取
　

２
６
６
・
８
８
０

　

１
・
０
０
０

　

 

２
６
６
・
８
８
０

　
　

 

３
２
５
・
８
９
２

　

〃

築
堤
　
　

４
９
・
１
７
７

　

１
・
２
０
０

　
　

 

５
９
・
０
１
２

第
十
八
号

切
取

１
８
９
４
・
８
１
８

　

０
・
９
０
０

１
７
０
５
・
３
３
６

　

１
、
７
９
２
・
１
２
７

　

〃

築
堤
　
　

７
２
・
３
２
６

　

１
・
２
０
０

　
　

 

８
６
・
７
９
１

第
十
九
号

切
取
　
　

３
０
・
４
３
５

　

１
・
２
０
０

　
　

 

３
６
・
５
２
２

　
　

 

３
６
・
５
２
２

第
廿
号

切
取
　

２
０
４
・
８
５
６

　

０
・
９
０
０

　

 

１
８
４
・
３
７
０

　
　

 

５
４
４
・
３
７
０

　

〃

石
垣

３
０
・
０
０
０

１
２
・
０
０
０

　

 

３
６
０
・
０
０
０

第
廿
一
号

切
取

１
３
５
２
・
８
１
５

　

０
・
９
０
０

１
、
２
１
７
・
５
３
４

　

１
、
３
７
６
・
７
５
５

　

〃

築
堤
　

１
３
２
・
６
８
４

１
２
・
０
０
０

１
、
５
９
２
・
２
０
８

第
廿
二
号

築
堤
　
　

４
２
・
７
５
４

１
２
・
０
０
０

　
　

 

５
１
・
３
０
５
　
　
　

 

５
１
・
３
０
５

第
廿
三
号

切
取
　
　

８
７
・
５
３
６

　

０
・
９
０
０

　
　

 

７
８
・
７
８
２

　
　
　

 

９
４
・
６
８
２

　

〃

築
堤
　
　

１
３
・
２
５
０

　

１
・
２
０
０

　
　

 

１
５
・
９
０
０

第
廿
四
号

切
取
　

５
１
１
・
７
１
２

　

０
・
８
０
０

　
 

４
０
９
・
３
７
０

　

１
、
８
４
３
・
３
６
１

　

〃

〃

　

３
９
７
・
９
３
０

　

１
・
５
０
０

　

 
５
９
６
・
８
９
５

　

〃

築
堤
　

１
９
７
・
５
８
０

　

１
・
２
０
０

　

 
２
３
７
・
０
９
６

　

〃

石
垣

５
０
・
０
０
０

１
２
・
０
０
０

　

 

６
０
０
・
０
０
０

第
廿
五
号

切
取
　

８
９
７
・
９
５
５

　

１
・
２
０
０

１
、
０
７
７
・
５
４
６

　

１
、
３
６
９
・
４
４
７

　

〃

〃

　

１
４
６
・
５
７
２

　

０
・
９
０
０

　

 

１
３
１
・
９
１
５

　

〃

築
堤
　

１
３
３
・
３
２
２

　

１
・
２
０
０

　

 

１
５
９
・
９
８
６

第
廿
六
号

切
取

１
１
８
７
・
８
９
５

　

０
・
８
５
０

１
、
０
０
９
・
７
１
１

　

１
、
１
８
４
・
２
６
８

　

〃

築
堤
　

１
４
５
・
４
６
４

　

１
・
２
０
０

　

 

１
７
４
・
５
５
７

第
廿
七
号

切
取
　

６
１
１
・
４
１
１

　

０
・
８
５
０

　

 

５
１
９
・
６
９
９

　
　

 
５
９
８
・
３
３
５

　

〃

築
堤
　
　

６
５
・
５
３
０

　

１
・
２
０
０

　
　

 

７
８
・
６
３
６

第
廿
八
号

切
取

４
３
７
８
・
５
９
８

　

０
・
８
５
０

３
、
７
２
１
・
８
０
８

　

４
、
０
３
５
・
４
４
４

　

〃

築
堤
　

２
６
１
・
３
６
３

　

１
・
２
０
０

　

 

３
１
３
・
６
３
６

合
計

２
６
、
２
３
４
・
４
４
９

12
丁
オ  

 　
　

西
用
水
分
水
口
附
近
改
修
予
算 

 

合
計
、
金
一
万
二
千
百
四
十
一
円
五
十
三
銭
四
厘 

 12
丁
ウ 

 【
白
紙
】 

 13
丁
オ 

 　
　

中
用
水
分
水
口
変
更
に
付
予
算
書 

 
合
計　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
七
一
七
・
五
三
九 

 　
　

備
考　

一
人
に
付
、
金
四
十
銭 

 

用
地 

道
替
砂
利

石
垣

築
堤

道
路
附
替
築
堤

切
取

名
称

〃〃土地
質

　
　
　
　

 

４
・
６
２

５
１
８
・
０
０
０

　
　
　

 

５
５
・
０
９

　
　

 

７
４
８
・
６
９

３
、
２
８
２
・
７
４

立
坪

８
・
０
０
０

１
２
・
０
０

　

１
・
２
０

　

１
・
２
０

　

１
・
５
０

単
価

　
　
　

 

３
６
・
８
８
８

６
、
２
１
６
・
０
０

　
　
　

 

６
６
・
１
０
８

　
　

 

８
９
８
・
４
２
８

４
、
９
２
４
・
１
１

金
額

築
堤

切
取

名
称

　

２
９
１
・
３
２
１

４
８
１
１
・
３
６
３

立
坪

１
・
２
０

０
・
７
０

単
価

　

３
４
９
・
５
８
５

３
３
６
７
・
９
５
４

金
額
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13
丁
ウ  

 　
　
　
　

合
計 

 　
　
　
　
　
　

一
町
三
反
二
畝
二
十
八
歩
二 

 

14
丁
オ 

 　
　
　
　
　

切
取 

 

一
、
切
取
り
は
図
面
に
示
す
処
の
寸
法
に
従
ひ
之
を
施 

 　

工
す
べ
し
。
而
し
て
其
底
幅
八
尺
、
斜
面
勾
配
一
割 

 　

五
分
と
す
。 

 

一
、
切
取
よ
り
生
じ
た
る
土
砂
岩
石
は
指
定
の
場
所 

 　

に
運
搬
し
、
流
出
せ
ざ
る
様
一
割
以
上
の
勾
配
を
附
し 

 　

積
置
く
べ
し
。 

 

一
、
切
取
斜
面
よ
り
湧
水
あ
る
と
き
は
、
監
督
員
の
指
示 

 　

す
る
所
に
従
ひ
、
水
の
散
乱
流
下
せ
ざ
る
様
に
溝
を 

 　

設
く
べ
し
。 

 　
　
　
　
　

築
堤 

 

一
、
築
堤
は
図
面
に
示
す
処
の
寸
法
に
従
ひ
、
監
督
員
の 

14
丁
ウ  

 　

指
揮
を
受
け
之
れ
を
施
工
す
べ
し
。
而
し
て
其
馬
踏
は 

 　

六
尺
、
斜
面
勾
配
は
二
割
、
堤
防
上
面
は
河
底
よ 

 　

り
五
尺
と
す
。 

 

一
、
築
堤
は
先
づ
地
盤
に
存
在
す
る
芝
草
竹
木
を
伐 

 　

採
除
却
し
、
切
取
中
可
成
的
粘
土
質
の
土
砂
を
以
て
築 

 　

造
す
べ
し
。
尤
も
岩
石
竹
木
根
草
芥
の
類
は
混 

 　

入
す
べ
か
ら
ず
。 
 

一
、
築
堤
は
地
盤
を
平
均
し
、
高
六
寸
、
築
立
毎
に
小
蛸 

 　

に
て
搗
き
堅
め
、
又
は
小
棒
に
て
千
本
搗
に
搗
き
堅 

 　

め
、
一
層
毎
に
検
査
を
受
け
前
の
如
く
層
を
累
ね
、 

 　

堅
牢
に
築
立
つ
べ
し
。 

 

一
、
築
堤
の
斜
面
に
は
粘
土
質
の
土
砂
厚
一
尺
五
寸
已
上 

15
丁
オ  

 　

を
施
し
、
能
く
打
固
め
、
河
の
方
は
長
幅
各
々
一
尺
、
厚 

 　

二
寸
以
上
の
芝
を
張
り
立
て
、
目
串
竹
に
て
留
め
、
裏 

 　

は
法
高
一
尺
三
寸
毎
に
幅
四
寸
已
上
の
筋
芝
を
植 

 　

付
く
べ
し
。
而
し
て
馬
踏
両
側
に
は
幅
五
寸
以
上
の
耳
芝 

 　

を
植
付
く
べ
し
。 

 　
　

但
、
根
芝
、
乾
芝
等
を
用
ゆ
べ
か
ら
ず
。 

 

一
、
築
堤
は
総
て
高
六
寸
の
増
盛
り
を
為
す
べ
し
。 

 

一
、
築
堤
の
馬
踏
面
は
中
真
に
て
三
寸
高
の
櫛
形
作
り 

 　

と
為
し
不
陸
な
き
様
、
小
蛸
に
て
搗
固
む
べ
し
。 

15
丁
ウ  

 【
裁
断
さ
れ
て
頁
無
し
】 

桑
畑

田 松
山

２
・
２
０
・
１
０

５
・
１
４
・
７
１

１
・町
２
・反
４
・畝
２
３
・歩
３
９

用
地
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16
丁
オ 

、 

16
丁
ウ  

 
水
源
地
砂
吐
水
門
設
計
書 

 　

合
計
、
金
四
千
三
百
九
十
四
円
八
銭
四
厘 

 　

備
考
、
放
水
路
敷
石
費
及
工
事
施
行
中
〆
切
費 

 　

並
に
水
替
費
は
之
を
算
入
せ
ず
。 

人
夫

石
工

大
工

釘鋳
鉄
物

鉄
ホ
ー
ル
ト

仝
鉄
板

鋼
鉄
材

仝桧
角
材

仝桧
板

石
積
モ
ル
タ
ル

コ
ン
ク
リ
ー
ト

石
材

名
称

長
四
寸

六
個

ナ
ツ
ト
付

巾
四
寸
厚
三
分
長
十
尺
三
枚

三
寸
五
分
角

長
十
一
尺
三
本

六
寸
角

長
十
尺

三
寸
五
分
角

長
十
尺

巾
一
尺
厚
三
寸

長
六
尺
二
寸
七
分

巾
一
尺
一
寸

厚
三
寸

長
六
尺
二
寸
七
分

一
尺
角

長
二
尺

寸
法

　
　

  

人

６
４
０
・
５

　
　

  

人

４
２
７
・

　
　

  

人

　

２
０
・

　
　

  

本

２
７
０
・

　

  

貫

２
２
・
２
４
２

　
　

  

本

　

１
８
・

　

１
９
・
５
９

　
　

 

貫

２
３
２
・
８
６

　

  

枚

　

３
・

　

  

枚

　

９
・

　

  

枚

　

３
・

　
  

枚

２
７
・

　

７
・
７
０

　

 

立
坪

１
５
・
４
２

　
　
　
　

 

才

１
０
６
７
０
・

員
数

　

０
・
４
０

　

１
・
０
０

　

０
・
８
０

　

０
・
０
０
２

　

０
・
５
０

　

１
・
５
０

　

０
・
６
５

　

０
・
６
５

　

９
・
５
０

　

２
・
９
４

　

２
・
１
５

　

２
・
３
６

６
０
・
０

５
０
・
０

　

  

円

　

０
・
２単

価

　

 

２
５
６
・
２
０

　

 

４
２
７
・
０

　
　

 

１
６
・
０

　
　
　

 

０
・
５
４

　

    

１
１
・
１
２
１

　
　

 

２
７
・
０

　
　

 

１
２
・
７
４

　

 

１
５
１
・
３
５
９

　
 

　

２
８
・
５
０

　

 

　

２
６
・
４
６

　

 

　
　

６
・
４
５

　

 

　

６
３
・
７
２

　

 

４
６
２
・
０
０

　

 

７
７
１
・
０
０

　
　
　
　

 

円

２
、
１
４
３
・
０

金
額

角
石
に
仕
立
方
積

方
一
式
に
使
用

扉
及
び
扉
受
木
使
用

目
地
凡
三
万
町

摘
要
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影
印

 

１
丁
オ 

 

１
丁
ウ
、
２
丁
オ 

 

３
丁
オ 

 

３
丁
ウ
、
４
丁
オ 
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４
丁
ウ
、
５
丁
オ 

 

５
丁
ウ 

 

６
丁
オ 

 

６
丁
ウ
、
７
丁
オ 
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７
丁
ウ
、
８
丁
オ 

 

９
丁
オ 

 

９
丁
ウ
、
10
丁
オ 

 

10
丁
ウ 
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11
丁
オ 

 11
丁
ウ
、
12
丁
オ 

 13
丁
オ 

 

13
丁
ウ
、
14
丁
オ 
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14
丁
ウ
、
15
丁
オ

16
丁
オ

16
丁
ウ 
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 （
１
）　

枝
下
用
水
資
料
室
（
〒
４
７
０ 

― 

０
３
０
８　

豊
田
市
枝
下
町
岩
里
林
４
８
８ 

― 

１　

枝
下
町

老
人
憩
の
家
内
） 

 （
２
）　

鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
教
養
教
育
科
（
〒
５
１
０ 

― 

０
２
９
４
三
重
県
鈴
鹿
市
白
子
町
） 

 （
３
）　

枝
下
用
水
資
料
室
（
〒
４
７
０ 

― 

０
３
０
８　

豊
田
市
枝
下
町
岩
里
林
４
８
８ 

― 

１　

枝
下
町

老
人
憩
の
家
内
） 

 （
４
）　

枝
下
用
水
資
料
室
（
〒
４
７
０ 

― 

０
３
０
８　

豊
田
市
枝
下
町
岩
里
林
４
８
８ 

― 

１　

枝
下
町

老
人
憩
の
家
内
） 

 （
５
）　

沖
野
忠
雄
旧
蔵
資
料
か
ら
、
名
古
屋
浪
越
公
園
境
内
の
宮
本
真
（
写
真
館
）
に
よ
る
集
合
写
真

（
部
分
）
。
年
代
不
詳
。
沖
野
忠
雄
（1

8
5
4

―1
9
2
1

年
）
は
河
川
・
港
湾
の
工
事
に
お
け
る
著
名
な

土
木
技
術
者
で
、
内
務
技
監
な
ど
を
歴
任
し
た
人
物
。 

（
６
）　

水
野
重
人
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
『
土
木
人
物
事
典
』
（
ア
テ
ネ
書
房
、2

0
0
4

年
）
著
者
・
藤

井
肇
男
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
水
野
重
人
の
肖
像
写
真
に
つ
い
て
も
藤
井
氏
か
ら
提
供
を
受

け
た
。

（
７
）　

撰
科
と
は
、
「
規
定
の
学
科
目
の
中
か
ら
、
一
部
を
選
択
し
て
修
め
る
課
程
。
本
科
に
準
ず
る

課
程
。
ま
た
、
そ
の
科
目
。
」
（
『
日
本
国
語
大
辞
典　

第
二
版
』
）
と
あ
る
。
水
野
が
在
籍
し
て
い

た
明
治
23
年
に
適
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
『
東
京
帝
国
大
学
一
覧　

明
治
23
―

24
年
』
第

四
章
分
科
大
学
通
則
第
七
撰
科
規
程
に
は
辞
書
に
あ
る
よ
う
な
内
容
や
、
受
講
制
限
な
ど
撰
科
生

に
関
す
る
規
則
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
水
野
重
人
に
つ
い
て
は
、
『
東
京
帝
国
大
学
一
覧　

明
治

23
―

24
年
』『
東
京
帝
国
大
学
一
覧　

明
治
24
―

25
年
』 『
東
京
帝
国
大
学
一
覧　

明
治
25
―

26
年
』（
す

べ
て
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
の
撰
科
・
土
木
工
学
科
に
名
前
と
山
形
の
人

で
あ
る
と
い
う
記
述
が
見
え
る
。

（
８
）　

枝
下
用
水
の
調
査
に
か
か
わ
っ
た
あ
と
の
水
野
重
人
に
つ
い
て
、
明
治
39
年
に
は
文
官
任
用
令

第
４
条
に
従
っ
て
文
官
高
等
試
験
委
員
の
銓
衡
を
経
た
上
で
高
等
官
四
等
に
叙
せ
ら
れ
（
「
大
使

館
二
等
書
記
官
坂
田
重
次
郎
外
四
名
任
官
ノ
件
」
〈
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ　

請

求
番
号　

任
Ｂ
０
０
４
５
１
１
０
０
〉
）
、
内
務
技
師
に
任
じ
ら
れ
て
大
阪
土
木
出
張
所
へ
の
勤
務

を
命
じ
ら
れ
て
い
る
（
『
官
報
』
第
６
９
９
６
号
〈
明
治
39
年
10
月
23
日
〉
国
立
国
会
図
書
館
デ

ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。
以
下
、
『
官
報
』
の
出
典
は
全
て
同
じ
）
。
そ
の
後
、
明
治
41
年
に
は
帝

国
鉄
道
庁
技
師
と
し
て
、
北
海
道
帝
国
鉄
道
管
理
局
工
務
課
へ
の
勤
務
を
命
じ
ら
れ
る
（
『
官
報
』

第
７
３
７
８
号
〈
明
治
41
年
２
月
３
日
〉
）
。
な
お
、
同
年
12
月
に
鉄
道
庁
は
鉄
道
院
と
な
り
、
そ

れ
に
伴
い
水
野
の
肩
書
き
も
「
鉄
道
院
技
師
」
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
明
治
44
年
に
は
鉄
道
院
技
師

を
休
職
し
内
務
技
師
に
再
度
任
じ
ら
れ
て
い
る
（
『
官
報
』
８
３
３
８
号
〈
明
治
44
年
４
月
12
日
〉
）
。

大
正
４
年
に
は
一
階
級
特
進
し
、
「
従
五
位
勲
六
等
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
時
に
は
「
元
内

務
技
師
」
と
な
っ
て
い
る
た
め
、す
で
に
こ
の
時
に
は
任
を
離
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
（
『
官
報
』

８
７
４
号
〈
大
正
４
年
７
月
１
日
〉
）
。
没
年
不
詳
。

 （
９
）　

水
準
点
に
つ
い
て
国
土
地
理
院
中
部
地
方
測
量
部
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
内
務
省
地

理
局
が
明
治
９
（1

8
7
6

）
年
か
ら
近
代
的
水
準
測
量
を
始
め
て
お
り
、
明
治
24
（1

8
9
1

）
年
か
ら

は
、
参
謀
本
部
陸
地
測
量
部
に
よ
る
水
準
測
量
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
大
正
２
（1

9
1
3

）
年
に
全
国

第
１
回
目
の
測
量
が
完
了
し
て
い
る
。
参
謀
本
部
陸
地
測
量
部
が
明
治
時
代
に
全
国
各
地
に
設
置

し
た
水
準
点
は
約
１
７
０
０
０
点
あ
る
と
い
う
が
、
猿
投
村
枝
下
か
ら
挙
母
に
か
け
て
は
水
準
点

は
な
く
、
あ
っ
た
と
し
て
も
陸
地
測
量
部
の
作
成
し
た
地
形
図
は
軍
事
機
密
扱
い
で
あ
り
非
公
開

で
あ
っ
た
。 

（
10
）　

『
続
・
枝
下
用
水
日
記
』

No. 

７
（
枝
下
用
水
資
料
室
、2

0
2
2

年
３
月
20
日
発
行
）
に
拠
る
。
特

集
テ
ー
マ
を
水
準
点
に
し
た
こ
の
号
で
は
、
水
準
点
第
１
号
か
ら
第
11
号
ま
で
の
現
在
地
を
探
っ

た
。

   


